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特集：制度研愛知大会Ⅱ

学校事務職員が
学校にいることの意味

制度研愛知大会（2010年８月）での大橋

基博さん（名古屋造形大学）による共同実施

の分析と学校にいることの意味の問いかけ。

学校事務職員の様々な分野を網羅した分科

会から見える学校事務職員の課題。

学校事務職員は今、何が求められているの

かを考えてみませんか。

「子どもの貧困」とは子どもの権利が侵害

されていること。藤本典裕さん（東洋大学）

が「子どもの権利条約」から学ぶことを整理。

今年開催された日弁連人権擁護大会向けて

の学習会について、報告者になった制度研会

員からの報告。学習会でのいろんな立場の人

からの発言で見える子どもたちの姿。

「子どもの貧困」をなくすために必要なこ

とは？
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